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川内川流域の河川改修（築堤、河道掘削等）と鶴田ダムの洪水調節容量の増強により洪水被害を大幅に軽減（国土交通省）①
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R3.7洪⽔ 鶴⽥ダムの貯⽔位の変化
満⽔位 160.0m

事業前の貯⽔位133.0m

今回の洪⽔流⼊前の貯⽔位116.4m

洪⽔を迎えるにあたっての
貯⽔位低下（更なる容量の増）

事業後の貯⽔位121.1m

事業による
洪⽔のための容量の増

7⽉9⽇ 7⽉10⽇ 7⽉11⽇

満水位まで約6mと迫ったが、
緊急放流に至ることなく、
ダムに洪水を貯留し、
下流の浸水被害の軽減に寄与

約12m

約5m

約6m
ダムの断面
（イメージ）

利⽔容量

堆砂

ダム
堤体

より低い位置に
放流設備を増設

既設の放流設備

鶴⽥ダムの洪⽔調節容量の増強（Ｈ30.10完）

事
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宮之城⾬量観測所（⿅児島県さつま町）
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川内川流域における国土強靱化関係の主な事業 … 事業費 計 約1,187億円
主な事業 対策内容 事業費 対策期間

激特事業 築堤、河道掘削、分⽔路整備 約375億円 H18〜H23
３か年緊急対策 築堤、河道掘削 約101億円 H30〜R2
鶴⽥ダム 洪⽔調節容量の増強（ダムの有効活⽤） 約711憶円 H19〜H30

洪⽔時期 浸⽔⾯積 浸⽔家屋 死者数 被害額
H18.7 約2,800ha 約2,350⼾ ２名 約378.5億円
R3.7 約1,260ha※ 約 140⼾※ ０名 ⽔害統計調査に

おいて確定

国土強靱化関係事業による効果

※8/24時点自治体聞き取り

凡例

実績浸水範囲（戦後最大のH18.7洪水）

実績浸水範囲（R3.7洪水）

３か年緊急対策 【令和３年７月の大雨で効果を発揮した事例】

〇令和３年７月の降雨は、戦後最大の被害をもたらした平成18年７月洪水時の雨量に匹敵。平成18年７月洪水を受け実施
した３か年緊急対策等（築堤、河道掘削等）により、今回の降雨では川内川本川の氾濫による被害を防止。

〇一方、県管理区間の氾濫や内水氾濫による被害は甚大であり、早期復旧及び流域治水の観点から、更なる国土強靱化が
必要。
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激特事業で実施した分⽔路整備

宮之城橋

宮都⼤橋

激特事業.

しごめ

みやこおおはし

みやのじょうばしH18.7洪⽔実績浸⽔範囲

推込分⽔路整備
（H23完成）

河道掘削前（Ｒ1.9撮影）

３か年緊急対策

河道掘削後（Ｒ2.3撮影）
位置図
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川内川流域の河川改修（築堤、河道掘削等）と鶴田ダムの洪水調節容量の増強により洪水被害を大幅に軽減（国土交通省） ②
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計画高水位

⿅児島県さつま町⻁居地先（川内川37k700付近）
河川改修及び鶴田ダムの洪水調節容量の増強を
実施しなかった場合の水位※ AAʼ

約1.8m
水位低減

※H18年以前の河道断面を用いて今回出水流量時の水位を推算

今回ピーク水位

【川内川河道掘削量全体】
激特事業 ：約200万m3
３か年緊急対策等：約134万m3
河道掘削量 計：約334万m3

とらい

河道掘削
（激特事業）

築堤
（激特事業）

とらい
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【作成：国土交通省】


